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■この一ヶ月，時差ボケである．南アフリカとの時差7時間．
　しかし，4年に一度の祭典である．大いに楽しもうと思う．（あ）
■今年の夏も暑くなりそうです．夏といえば学生時代、ダイビングの夏合宿に向けて，
　学内のプールで息継ぎなしの50m潜水を連日行っていたものでした．
　最近仕事で南の島に行った折，きれいな海を見て久しぶりに潜りたくなりました．（松山）
■（近況）7月中旬に舞洲において24時間リレーマラソンに出場しました．眠いです．
　（府大への想い）白鷺公園でたまにサッカーの試合があり，その度に、学生時代にここで走り
　回っていたことを思い出します．（新里）
■6/5鵙朋会総会で水槽や試験装置を見学，懐かしくもあり、最新の設備を見て変わったなー
　大学卒業後，22年の年月を改めて感じる一日でした．
　皆様も，是非大学に来てみては，いかがですか？（K.I）
■寄稿いただきました皆様，ありがとうございました．AO入試で入学された学生さん無事の卒業，
　おめでとうございます．あなたは、新しい試みが結実した証です．35年ぶりの同窓会開催，私の知る限りでは開催
までの最長不倒記録です．南極観測記、開発に携わった製品で，普通の人が普通では行けない南極まで航海された
ことは，同じ技術屋として羨ましい限りです．（三宅）
■鵙朋会では，「鵙朋」本文に掲載させていただく原稿の他に，表紙絵も随時募集しております．
　油絵や水彩・CGにいたるまで，種類は問いません．是非，皆様の作品をお寄せ下さい！
　ご連絡は，奥付の鵙朋会事務局まで・・・（事務局）
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《巻頭言》 

 

編集委員長 三宅 成司郎（大学 30 期） 
<<<ちょっとした試みとして>>> 

現在，鵙朋は文字の大きさを 9pt で編集しております．

これは，ページ数制限と文章内容の両立を考え，『所定

のページ数以内で文意が通じる原稿を執筆頂けるように

文字数を確保したい』という観点から，少し小さめの文字

サイズにしたものです．しかしながら，この文章の文字が

9pt の大きさですから，ちょっと小さくて見づらい面がある

ことも事実です．巻頭言の場を借りて，試験的に以下の

文章を 10.5pt の文字サイズにて書いてみます． 
<<<勝利するという意義>>> 

ワールドカップサッカー南アフリカ大会で，日

本チームは予選リーグを見事に突破しました．こ

の結果を，国民の誰が予想していたのだろうか?
大会前の各国とのエキジビションマッチでの惨憺

たる成績から予想すると，「どうせ，予選リーグ 3
戦全敗なんだろう．」と，大方の人が思っていたの

ではないでしょうか．私もその一人ですが，『どう

せ・・・』とは思いつつも，日本人としてやっぱり日

本チームに勝ってもらいたいという気持ちは強く

ありました．しかし，初戦での一勝がこれほど人心

を一変させるのか，ということをまざまざと見せつ

けられました．チームが自信をつけたのは言わず

もがなでしょうが，見ている側の意識が一変しまし

た．『どうせ・・・』という後ろ向きの気持ちが，『次

の試合も，勝てるのでは?応援せねば！』と，この

たったの 1 勝で思わされました．夜中の 3 時から

始まる決勝トーナメント進出をかけた一戦のテレ

ビ放送を待ち，最後まで観戦しました． 
勝因の一つは，岡田ジャパンが目指した理想

のサッカーを捨てて，勝てる（まずは負けない

か？）戦術に切り替えたことだと聞きました． 
確かに，理想を追求することは大変重要なこと

ですが，理想を追求するあまりに周りが望んでい

ることから乖離している自分に気がつかないこと

があります．まずは人に認められる実績を築くこと

が，理想の追求を後押ししてくれるのではないだ

ろうか．そういうことを考えると，「この 1 勝が，これ

からの日本のサッカーを期待できるものに変えた

のではないか．」と，素人ながらに思います．しか

し，パス回しはもっとうまくなってもらわねば・・・． 
<<<目先を変えることの意義>>> 

鳩山前首相は，諸問題に対処できずに退陣し

ました．新聞によりますと，内閣発足時に 60%を

越えていた鳩山前内閣支持率は，政権末期には

20%程度に落ち込みました．ところが，菅さんが

首班指名されるやいなや，まだ，菅さんが何もや

ったわけでも・何を言ったわけでもないにもかか

わらず，内閣支持率は一気に回復しました．要す

るに，目先が変わったことで，萎んでいた国民の

期待感が一気に膨らんだ，ということです．『目先

を変える』ことは，最も情報収集能力に長けた視

覚（目）を幻惑し，あたかも新しいことに着手した

かの印象を脳に与えて脳をリセットし，意欲を再

びかき立てるということでしょうか？確かに，この

効果を使わない手はないですね．開発に煮詰ま

った時に，目先を変えて鵙朋の原稿を突然書き

始める．脳のリセットで，再びやる気満々となる！ 
さて，少し大きな文字サイズ原稿の読後の印象は，如

何だったでしょうか?内容はいざ知らず，読みやすかった

でしょうか?文字の前後・上下間のスペースを調整する等

により，もっと読みやすい誌面になると思います．種々，ご

意見頂ければ幸いです．大きな文字からふたたび元の小

さな文字に戻すと，前にも増して見づらくなったのではな

いでしょうか？これは，『目先が変った』影響です． 
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編集委員長 三宅 成司郎（大学 30 期） 
【異業種交流の企画】 

平成5年に海洋システム工学科に改称されて，17年が

経ちました．現在の海洋システム工学科の研究は，従来

の造船という枠にとらわれることなく『海洋』をキーワードと

して船舶・海上物流の高度化・海洋空間利用・海洋資源

開発・海洋環境保全修復といった多岐にわたる技術分野

を包括しています．それら多岐にわたった研究を達成す

るためには，従来のような力学的観点からのアプローチ

ばかりでなく化学的・生物学的なアプローチが必要となり，

研究を進める上で幅広い知識を必要とし，かつそれらを

習得できる学科に変貌を遂げています． 
海洋システム工学科は造船学科，船舶工学科時代を

含めて，造船 1期～7期，大学 1期～58期の総勢 1,858
人（平成 22 年 3 月現在）の卒業生を輩出し，それぞれ各

方面で活躍されております．その中で，大学で学んだこと

を直接的に発揮できる製造業を中心（特に造船会社）に

活躍されておられる（活躍されて今は引退された）方が最

も多いのではないかと思います．私自身も卒業後は日立

造船(株)に入社・勤務していました．その間，同業他社の

方々とお話しする機会も多く，そこではたくさんの貴重な

情報を得ることができました．反面，他業種の技術者や別

分野の方々とじっくりとお話する機会は案外と少なかった

ような気がします． 
今回の特集は，『異業種交流』と銘打ちました．学科の

卒業者名簿をつらつらと眺めてみますと，実は皆さん結

構いろいろな業種・分野へ進んでおられます．異業種交

流ということで，いろいろな分野の方々に現在携わってお

られる仕事やその方面に関する話題等について，近況報

告を兼ねながら自由に紹介頂こうという企画です． 
自分とは違った経験を持つ方々の興味深い話に刺激

を受けつつ，まずは私の方から前振り致します． 

【異業種交流；まずは，私から】 
 現在，独立・開業して個人事業主として仕事を始めてか

ら 9 年が過ぎました．妻と二人で，科学技術計算プログラ

ム開発・それらを使った解析業務から，現地に出向いて

の流れや振動等の計測を中心にやっています．基本軸

を「流体技術」に置いた，非常に手狭な商いをしています．

私の場合の軸足が造船系の流体技術分野ですので，こ

こで取り上げた異業種とは言えないのですが，強いて言う

と，「異形の形態にて仕事を行っている者=異形種」として

お話しさせて頂きます． 
【仕事のスタイルは？】 

我々の勤務地は自宅ですので，通勤時間はゼロ．仕

事は，昼夜兼行・土曜日曜関係なしの不定休．締め切り

ぎりぎりまで妥協することなく（ただし，なるべくですが・・），

妻と二人で夜中まで議論を尽くす．「やるときは，徹底的

にやる！」というスタイル．しんどいようですが，この不定

休が実は我々のリフレッシュの源で，人々が働いている平

日にブラッと旅行や買い物に．そんな仕事と休息のスイッ

チのスパッとした切り替え方が，案外と自分たちには合っ

ているようです． 
【実践による経験の揺籃期】 
 大学での論文のテーマは，船舶の耐航性能の研究でし

た．造船会社に入社した最初の 3年間は，海洋構造物建

造が中心の工場の品質保証部で建造物の溶接部分の検

査・管理といった現場管理業務に従事しました．ある時は

懐中電灯を片手に船体の二重底の中をほふく前進しな

がらの構造物の検査．またある時は，海面高さが 60m は

あるジャッキアップ式リグのレグ（リグの脚）のてっぺんに

垂直梯子を昇っての溶接状況のチェック．「毎日毎日，よ

くやっていたもんだなぁ．」と，当時を思い返すと懐かしく

なります． 

経験を積み重ねてこそ 
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その後，14 年間に渡って研究所で研究開発に従事さ

せて頂きましたが，それによって現業の礎となるいろいろ

な技術や人とのつながりを得ることができました．研究所

では，船舶・海洋構造物・ダム・水門・橋梁・遊戯施設・環

境と，いろいろな製品分野を担当しましたが，技術分野と

しては流体性能技術でした． 
現在の業務には全く無関係と思えるような過去の経験

も，いずれは何処かで役に立つものです．研究所時代，

実験の時の準備作業として，まずはセンサーとアンプの

間にコードを敷設します．実船実験の準備では船底にも

ぐり込んで結線作業する場合があり，そんな時は工場で

培ったほふく前進の経験が役立ったような気がします．ま

た，工場の現場勤務にて建造中の種々の構造物に接す

ることができたことで，少しぐらいはモノを見る目が養われ

たかもわかりません． 
【経験の開放による過去問題の再構築期】 

フォートランプログラミングの手法に，DO ループという

命令（コマンド）があります．これは，『一つあるいは複数の

演算式を一つずつ順番に処理しながら進んでいき，すべ

ての演算が終わるとその結果を記憶しつつまた最初の演

算式に戻り，また一つずつ処理していく．これを何度も何

度も繰り返して，最終結果を算出させる．』，というコマンド

です．人生に例えるとすれば，一つずつの演算式が日々

の仕事での新たなる経験であり，毎日ちっちゃなチャレン

ジをしながらこつこつと経験を積んで前進していく．ある

時点で過去を振り返って，かつてやったことに対して積み

上げた経験を注入してもう一度やってみる．これが，繰り

返しループの部分．昔には苦労したことが，案外とうまく

いくことがあります． 
最近での中心的な仕事が，大学時代に研究テーマとし

てやっていた船舶の耐航性能推定プログラムの開発です．

まさに，DO ループの先頭に戻ったかのような仕事を頂き

ました．プログラムの開発に対して，理論式の展開の経

験・プログラミング手法の取得・習熟の度合いといった経

験の積み上げが役立つのは言うまでもないことですが，

一番の問題は開発したプログラムの利用者からの種々の

質問にどのように対応し，どんな回答ができるかです．そ

こでそれまでの経験が生かされ，どれだけの修羅場をくぐ

ってきたかで回答の深みが決まります．「これは，こうこう

ですから，こうすれば計算可能ですよ．結果から判断する

と，入力データのこの部分に不具合があるのではないで

すか？・・・」と結構偉そうなことを言っているなと思いつつ，

これこそが経験のなせる技だと思いこもうとしております．

経験を積み重ねてこそ見えてくる何かがあり，積み重ねた

経験は使って初めて自分のものになる． 
【経験の上積み期】 
時には経験のないまったく新規の仕事の依頼もあり，

そんな時はちょっと冷や冷やしながらも手探りでやります．

しかし，最近はインターネットが発達しているので，わから

ないことをキーワードにして検索すればその解決策のヒン

トらしきものを探し当てることができますね．それらを道具

と割り切り最大限に活用しながら，納期キープで仕上げて

いきますが，そういう綱渡り的な経験もいずれは次の時に

活かせるはずです．折角そのように苦労して覚えた事を

忘れないうちに，また次の仕事として依頼して欲しいもの

ですが，世の中そうは甘くないようです．簡単には，仕事

はさせていただけません．ちょっと，話が異業種交流とは

かけ離れてしまいました． 
【経験者大同団結による大転換期】 

個人で仕事をしている場合，あまり手を拡げすぎてもち

ゃんとした仕事ができませんので，ある程度専門に特化し

た部分で頑張らざるを得ないという面があります．新規の

仕事の話を頂いた時，それが自分の技術の範疇にない

場合・一人では到底こなすことができない物量の場合に

は闇雲には手が出せずにお断りせざるを得ない．そんな

時は，「経験豊富な他の専門家の方々と連携して仕事が

できれば良いなぁ．」と，よく思います．自分自身の技術の

幅を少しずつでも拡げていくことも大切ですが，強固な人

的ネットワークを構築して仕事の輪を拡げることが重要だ

と感じています．いろいろな分野の方々との情報交換を

通して種々の方面に触手を伸ばし，仕事の間口をじわり

じわりと拡げていく．これぞ，まさしく異業種交流の妙． 
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                                     小倉 洋樹 （大学 44 期） 

 
特許事務所に勤めて１２年ほど経つが，その間，知財に

対する周囲の扱いはかなり様変わりしたような気がする．事

務所に入所した頃は，知財などが巷で話題になることはほ

とんどなかった．したがって，マイナーな知財に関係する弁

理士の仕事も広く知れ渡ったものではなく，メーカーの開発，

研究者といったごく一部の人にしか知られていない存在で

あったと思う．一般人にとっては，「ベンリシ」という言葉を聞

いて「便利屋」と間違うのがお決まりのパターンであり，ひど

いときには，一体何の職業に間違われたのか不明だったこ

ともある．「あー，あの爆弾扱う人」・・・・・危険物取り扱い資格

者のことであろうか？ 
しかしながら，事務所に入所した前後から知財の状況は

様変わりしていった．米国のプロパテント政策を見習い，国

の政策として知財重視の方向性が打ち出された結果，知財

関連の法整備，政策決定が次々と行われ，特許訴訟の増

加などもあって特許関連の記事が頻繁に新聞などに掲載さ

れるようになった．数年前，青色発光ダイオードの発明に関

する職務発明の訴訟が新聞の一面を賑したのを多くの人が

覚えていると思う．今では，知財の講義をカリキュラムの目玉

として用意する大学，専門職大学院が存在する．業界内部

の人間から見ると，仕事を始めた当初予想していなかった

大きな変化があった． 
でも，知財が話題になったことで弁理士という職業がメジ

ャーになったかというと，そうでもないように思える．先の政

策の一環として弁理士の人員増強があり，当時は合格者数

１００名であったのが，今では毎年７００，８００人の合格者を

出し，会員数も倍以上に増えた．法曹界と同じように弁理士

界でも資格者増員が図られたのであるが，特にそれが話題

になることもなかった．これは直接生活には関係しない仕事

内容だから仕方ないことかも知れない．弁護士と違って弁理

士がドラマに役どころとして登場するのは想像できない．菅

直人首相が弁理士であっても，それが話題にはならないの

である． 
 今回，同窓会誌から弁理士の仕事について原稿依頼があ

り，業務内容について簡単に説明すると，事務所で働く弁

理士の一般的業務は，特許，意匠，商標などの権利に係る

特許庁への手続き，書類提出である．特許では，クライアン

トから発明の内容を聞き出し，出願書類（明細書，クレーム，

図面など）を作成する．また，外国への特許出願，権利取得

にも大きく関与している．世界的規模で事業を行っている企

業にとって，アメリカ，ヨーロッパ，アジアなどの各国で権利

取得を図ることが重要であり，現地の代理人と連携して仕事

を行っている．一方，手続き的業務以外にも様々な業務が

ある．弁護士と共同して訴訟を行うこともあるし，ライセンス契

約，ノウハウ，著作権に関する契約なども業務として行うこと

ができる．珍しいところでは，税関による製品の輸出入差し

止め，くだものなどの品種登録も業務の一部である．そして，

近年では，無形資産である知財価値の評価，知財コンサル

ティングという，よりビジネスに直結する業務にも力を入れ始

めている．このように広範囲な業務を行うことができるが，特

許に関して言えば技術がベースであり，必要とされる基本

的知識は一般の技術者と大きな違いはないと思う．技術を

前提として法律を熟知することが求められる． 
一方，仕事のやり方は技術者と異なる．多くの弁理士にと

って出願業務が仕事であり，その仕事は出願書類を作成す

ることである．文書作成に関しては最初から最後まで一人で

行うのが基本であり，他の人間と共同作業というものがない．

一日誰とも話さず仕事をこなすこともあるかもしれない．また，

知財に係わる人 



 

特許であれば「発明」という概念をとり扱っているだけであっ

て，最終的に何か見えるモノが完成するわけではない．さら

に，弁理士は代理人という立場で仕事をする．代理人はあく

までも本人（依頼者）がいることを前提とした職業であり，デ

ザイナーのように自己表現する立場にはない．自己表現と

して具体的なものを共同作業で実現させる技術者から見れ

ば，その正反対の位置にあるかもしれない． 
 弁理士という職業，仕事内容についてまだまだ説明するこ

とがたくさんあるが，法律ベースの職業を説明するのは大変

難しい．特許をきちんと説明するだけでも大変な労力が必要

である．ここまできて言うと叱られるかもしれないが，弁理士

に興味があるなら，本屋で弁理士の紹介本を買って読むこ

とを推奨する．弁理士の多くは，弁理士について説明するこ

とに億劫である．どうせ他人に説明してもわかりっこないと．

だから，弁理士という職業はこれからもマイナーであり続け

るかも知れない．しかし，知財の重要性が今後さらに増して

いくことは確実である．弁理士は，知財に係わる人として，

（そのマイナー性を維持しながら）知財に大きな貢献をして

いくことが求められている． 

 
 
 
 

松本 正平 （大学 45 期）          

 

大学 45 期の松本です．投稿のお話を頂きまして誠に有難うございました．まずは自己紹介をさせて頂きます． 

 私は本学を平成11年に修了し，株式会社 クボタへ入社しました．学生時代は姫野先生，田原先生の御指導の下，アメリカズ

カップ艇について回流水槽を用いての実験，CFD を用いての流体力学的見地から三次元剥離についての研究を行いました．

（株）クボタ入社後は 2 ヶ月間の工場実習を経て，枚方製造所ポンプエンジニアリング部設計第 1 課に配属され，現在も同部署

にて従事しております． 

今回のテーマが「異業種交流」ということであり，まずは会社概要から始めさせて頂きます． 

社名：株式会社 クボタ 

創業：1890 年，資本金：840 億円（2009 年 3 月 31 日現在），売上高：11,075 億円（2009 年 3 月期・連結） 

従業員数：25,140 名（2009 年 3 月 31 日現在・連結），9,911 名（2009 年 3 月 31 日現在・単独） 

グループスローガン：For Earth, For Life 

コンセプト：”Earth”=地球の美しい環境を守りながら,“Life”=人の豊かな暮らしを永遠に支えていく．創業 120 年．食料・水・環境

問題へのグローバルに挑戦するクボタの約束です． 

製品：内燃機器（農業機械，建設機械，エンジン），産業インフラ（鋳鉄管，鋼管，合成管，バルブ，反応管，G コラム），環境エン

ジニアリング（上下水処理プラント，排水処理プラント，汚泥焼却炉プラント，廃棄物焼却プラント，ポンププラント，水処理用膜

ユニット），その他（自動販売機，計量,計測機器，屋根材，外壁材，浄化槽） 

 私が所属する部署は，環境エンジニアリング事業本部ポンプ事業部であり，ポンプ単体製品設計，製作からポンププラント設

計，施工を行っております．市場としては，国内外の上下水道，雨水排水，農業，電力，鉄鋼用を中心にしております．卒業生

の方々は造船関係の方が中心であり，ポンプに馴染みが薄いと思いますのでポンプの使われ方について簡単に紹介させて頂

Kubota Pump 



 

きます．皆様の生活の中で最も身近なものとして上下水用のポンプがありま

す．下水用のポンプは処理場にて数多く使われています．上の絵は，家庭

や工場より排出された汚水が下水処理場にて浄化されて川に放流されるま

での過程を示しています．②汚水ポンプは，③沈砂池（汚水に含まれる砂を

沈める）へ汚水を送る役割，沈砂池の上澄水を④最初沈殿池（汚水に含まれ

る泥を沈める）へ運ぶ役割を果たしています．汚水ポンプとしては，左写真

のような水中ポンプや立軸ポンプが採用されます．汚水に含まれる異物を運

べること，耐食性を重視した構造になっています．汚水は，その後⑤反応タ

ンクにて汚泥内のバクテリアにより浄化され，⑥最終沈殿池にて汚泥を除去

し，最後に塩素を注入して河川へ放流されます．                               

 一方，上水用のポンプは，配水用のポンプがあり上水を浄水場から家庭へ

運ぶ役割を果たします．配水用のポンプは，遠くて高い所まで運ぶ役割を果

たしています．配水用ポンプとしては，左図のような両吸込渦巻斜流ポンプ

や片吸込多段渦巻ポンプが採用されます．高い揚程（圧力），キャビテーショ

ンへの耐久性を重視した構造になっています． 

また，私が最も多く設計してきたものとして 雨水排水用ポンププラントが

あります．近年，台風時期にゲリラ豪雨という言葉を聞かれると思いますが，

短時間に何百mmという降雨が発生する現象のことです．特に都市部での発

生が多く，アスファルト化されているため大きな洪水被害をもたらしています．そこで，都市部の河川沿いには国土交通省所管

の多くの雨水排水機場が配置されています． 

 雨水排水ポンプは，浸水危険地域の雨水を排水機場のポンプ井に流入させ，河川へ強制排水することで水害を防止する

役割を果たしています．機場のレイアウトとしては，右図のようになっており立軸斜流ポンプ，ポンプ駆動用のディーゼルエンジ

ン，減速機，蝶形弁，鋳鉄管，逆流防止弁，その他に燃料，冷却水，給換気，消音，クレーン設備と様々な機器が必要となりま

す．私の業務は，ポンプやその他機器仕様決定のための水理検討（揚程計算，キャビテーション，ウォーターハンマー検討）か



 

ら各機器の耐震強度計算，冷却水や給換

気の熱量計算，騒音計算，制御方案策定

まで幅広く行っています．また，ポンプ以

外の機器は全て社外からの購入であり，そ

れらの購入仕様書作成も担当しており，コ

ストダウンばかりが重視される現在，その重

要度は高くなっています．機器仕様決定後

には施工図を作成し，工事部門と連携して

現地での機器据付工事を進めていき，最

後に現地にて試運転を行いプラントとして

の機能確認を実施します． 

近年，ゲリラ豪雨対策にて，既存の排水

機場のポンプ排水量の向上をするケース

が多くなっており，ポンプ井の寸法に対し

て過大な排水量のポンプとなるため，ポン

プ吸込口にて水中渦や空気吸込渦を発生させ，振動，騒音が問題になっています．私も経験しましたが，左写真のようなポン

プが現地にて渦を吸い込んだ運転をすると，恐怖を

感じる程の振動を発生させ，機器のみならず建屋に

対しても大きな影響を与えます．そこで，その問題を

未然に防ぐために，模型水槽，ポンプを製作し水槽

実験，数値解析による渦度場解析を実施して有害な

渦を発生しない対策を考案する業務も行っています．

学生時代の回流水槽で実験してきた経験，かすか

に脳に残る CFD が活き，抵抗無く業務を進められて

います．このことは姫野先生，田原先生のご指導の賜物と大変感謝しております．逆に業務の中で学生時代にもっと勉強してお

けば良かったと思うことは製図関係であり，入社時に機械系出身にもかかわらず溶接記号，加工記号について全く知識が無い

ことに，大変驚かれました． 

異業種の紹介ということで，ポンプのことばかり述べてきましたが，どちらかというとクボタは農業機械のイメージが強い会社と

思います．実際，内燃機械部門の売上げが多くを占めていますが，水関係の部門について，21 世紀が「水の世紀」と叫ばれて

いることを受けて全社的に注力しています． 

ただ，国内官公需の市場は人口減少を受けて縮小傾向にあるため，人口増加，生活水準の向上が著しい東南アジアや海水淡

水化事業が活発な中近東を中心に海外市場への展開が急務になっております． しかし，大学院時代に馬場先生より受けた英

語論文による地球流体力学の授業を疎かにしてきた私は，その罰を受けて大変苦労しています． 

 造船関係の皆様とは関わりが少ない業界ですが，流体力学，材料力学が基本となることでは類似していますので，同窓会等

で皆様からのご指導，ご鞭撻頂けましたら幸いです．最後に乱筆の文章に最後までお付き合い頂けましたこと深く感謝します．        



 

 
 
 
 

                                    吉野 邦昭 （大学 36 期） 

 

◆ 普通のメカ好き少年，中百舌鳥へ 

小さな頃から職人の父の影響を受け，模型作りから工学

部へとお約束のコースをたどってきました．勉強そっちのけ

で学校の成績はいまひとつ．工業高校へ進学しようと考え

ていたものの，中学の恩師から「早く技術に触れたい気持ち

はわかる．しかし，君は好奇心旺盛だから工業高校での知

識はいずれ頭打ちをするだろう．どこでもよいから普通科高

校を経て大学工学部に進むことを勧める．もうひと頑張りせ

よ」とアドバイスを頂いたのが転機となりました．なんとか普

通科高校へ進学し，本学へも一浪を経て「入学枠が空いた

のですが，直ぐに手続きに来られますか？」との追加合格

の電話連絡を頂き，滑り込めた次第です． 

大学時代も成績は「潜水艦浮上せず」状態でした．研究

室配属は，調理器具が最も揃っているということで第 1 講座

にお世話になりました．卒業論文は「チャーハンの旨い作り

方」にしようかと半分本気で考えておりました．しかし，このま

までは大学 4 年間で何も吸収せずに終わってしまうと，３回

生の冬から大学院の入試をターゲットに学習を始めました．

９月の大学院入試，筆記試験が終わり最後の面接で，田中

先生から「数学が０点では，大学院に合格させるわけには行

かん！」とお叱りを受けたのですが，結果は合格としていた

だき，前代未聞，空前絶後の大学院生となったのです． 

細田先生に頂いた研究テーマは「シーマージンに関する

確率論的考察」．数学 0 点合格の私が確率統計?!?!細田先

生には本当にご苦労をお掛けしました．幸いにして先輩方

の研究成果が豊富にあり，そのまとめで学会発表をさせて

いただけたのは，私の人生の転機･･･人前でお話するって

楽しいなぁと思える初めての体験でした．講師として人前に

立つようになる原体験になりました． 

 

◆ 就職から独立へ  

バブルの絶頂期，松下電器(現在のパナソニック)にご縁

あって入社しました．資材・購買部門でのバイヤー7 年と，ビ

ルシステム監視制御の新規事業の技術者 7 年の合計１４年

間お世話になりました．所属は本社から工場，営業部門ま

で，そして，国内だけでなく海外へも度々出張させて頂きま

した．特に，松下側の代表の一員として世界的企業とお付

き合いさせていただいたことは，独立してからの私にとって，

自営業者としてはとても優位な経験となっております． 

平成２年(1990 年)入社の私は，日本の雇用システムが大

きく変換していく中での様々なトライアルに立ち会うことがで

きました．そのひとつが，「社内公募制度」です．社内での

新規事業立ち上げや事業拡大に伴う人材募集に対して，全

社員に応募する権利がある制度です．本来ならば，従業員

にとっては「最後の切り札」であるこの制度を，私は２回も行

使しました．今から思えば，中学の恩師がおっしゃった「君

は好奇心旺盛だから･･･」という意味は，専門性を深めたい

というだけではなく，幅広くいろいろなものに興味を持つと

いうことだったのかもしれません． 

好奇心は社内にとどまらず，他社・他業界の知り合いを作

りたいと様々な異業種交流会に出席するようになりました．

そんな中で自営業の友人も増え，独立に興味を持ちました．

サラリーマン家庭に育ち，独立自営はリスクが大きいと思い

込んでいましたが，リスクをヘッジする方法を教えていただ

いたり，一方で”あの松下電器”でも雇用制度の大改革があ

り，お世話になった先輩方を見送る中でサラリーマンも一生

あの私が，まさか講師に？ 



 

安泰とは言えないなあと実感したものです．遂に私自身に

海外転勤の話が進み始め，週末起業の真似事をしていた

私は，３9 歳の今がタイミングかと退職願を出したのです． 

準備不足での独立は貯金をどんどん食い潰します．そこ

で，自分の価値を高めるために様々なセミナーを受講しま

した．ここでも劣等生だった私は軽く数百万円を投じたと思

います．その中で３つのセミナーが私の人生に大きな影響

を与えました．それらを極めようと，結局，講師養成コースに

たどり着き，いつしかお伝えする側になっていったのです．

「商品・サービスへの自信，職業への自信，自分への自信」

の全てに満点を付けられなければ良い仕事はできません．

超劣等生だった私に”即”変化をもたらせたセミナープログ

ラム，人の人生にかかわれる講師業という仕事，そして成長

している自分に自信をもてるようになり，超劣等生だからこ

そ受講生の気持ちがわかり，その変化に感動できると，い

つしか講師業に軸足を移そうと思うようになったのです． 

 

◆ 講師という現在の仕事 

現在は，３つのセミナーについて本部からライセンスを受

け，自主開催だけではなく，夫々のトップ・インストラクターと

して本部主催の講座も担当しています． 

最初にインストラクターになったのは『素質論』です．別名，

生年月日統計学と呼ばれています．生年月日といえば占い

を想起する方が多いようですが，その精度の高さと，単に当

たる／当たらないが目的ではなく具体的ソリューションの提

供に意識を置いており，私自身も企業の人事コンサルティ

ングに入らせていただいております．研究会の仲間には，

某財閥系メーカーの技術担当執行役員もおられます． 

次に『コミュニケーション・マジック®』．マジシャンとお客

様が対決する従来のマジックではなく，コミュニケーションの

手段として，全く新しいジャンルを構築しています．マジック

は毎回がプレゼンテーションであり，日常的に手軽に実践

できるのでプレゼンスキルがどんどん向上していきます．こ

の点を評価頂き，トヨタ様，国土交通省様をはじめ，既に１

万人以上の社員・組合員研修としてご採用いただきました． 

現在，一番力を入れているのが，『アクティブ・ブレイン・

セミナー』です．このセミナーは，記憶技法の習得を通じ，

合わせて人間力の向上を実体験として掴んでいただく実践

的セミナーです．2 日間のセミナーの終わりには「20 個の言

葉を記憶し，ランダムな順序で思い出すことができる」ように

なって頂きます．私も含め，多くの方は自分の頭は良くない

とコンプレックスを持っていらっしゃいますが，記憶技法の

パーフェクトな習得により「自分って捨てたものではないな

ぁ」と実感し，可能性までも感じていただけるようになります．

昨日も小学 4 年生から 70 歳代の 30 名の顔がパーッと明る

くなっていかれるのを見ると，講師冥利に尽きます．このプ

ログラムの開発者である小田全宏氏は松下政経塾の４期生

で，松下幸之助研究の第 1 人者です．私が松下電器勤務

時代に学んだ“幸之助哲学”を，実際に活用できるレベルま

で落とし込む素晴らしいセミナーです．2 年前に出会い，コ

ストパフォーマンスがとても良く多くの方に結果をもたらすこ

のセミナーに感動し，直ぐに認定講師の資格取得をしまし

た．現在は，全国で一般の方だけでなく企業内の研修とし

ても採用いただいております． 

 これらは３つのセミナーは全く独立したセミナーですが，

私の中では，『まず自分に自信を持ち，次に自分の素質を

知って活かし，最後にそれを鮮やかに表現する』という３ス

テップとして，システマティックに捉えております． 

 

◆ これからの展望 

現在は３つのしっかりとしたセミナープログラムのライセン

スを受け，実績を積み重ねております．石の上にも三年とは

良く言ったもので，講師業に軸足を移して３年，ようやく形に

なってまいりました．この経験と研鑽を更に重ねて，将来は

オリジナルのセミナーを構築し，もっと多くの皆様に上質な

教育をご提供したいと夢見ております． 

 

アクティブ・ブレイン・セミナー ：www.eim-academy.com 

素質研究会 吉野邦昭事務所：www.soshitsu.biz 
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私は 1974 年（昭和 49 年）に大学を卒業し，同年４月川崎

重工業（以下KHI と呼ぶ）に入社，36 年間勤務しています．

今年2010 年１月に定年退職と同時に再雇用となり順調に行

けば，年金満額受給の 65 歳まで同じ KHI でお世話になる

予定であり，今日まで子会社へ行くこともなく同様な職場環

境にて継続雇用される身にて，そこそこ幸せな方ではない

かと思っています．但し，昨日までの部下が翌日上司になる

という，不条理？はありますが(笑)･･ いずれにせよ，私のよ

うな大学での学業成績において低空飛行であった学生を当

時，就職担任の故福本先生が KHI に推薦して下さったこと

に感謝致しております． 

 

2009 年 10 月 24 日に卒業以来 35 年ぶりに大学 22 期の

同窓会が実現できました．ご多用かつ，土曜日にもかかわ

らず，大学の海洋ｼｽﾃﾑ工学科について詳細なるﾌﾟﾘｾﾞﾝﾃｰ

ｼｮﾝを賜りました池田先生そして，同窓会をｾｯﾃｨﾝｸﾞしてく

れた，三宅孝治君，池田文丸君他各氏に厚くお礼を申し上

げます． 

本同窓会時，池田先生により懐かしい学内をくまなくご案

内して戴きました折，大学生協，食堂の建物は当時の趣の

ままでしたが（懐かしーい！），周囲の建物に比べ少し老朽

化していた様です．私の在学当時，生協喫茶部にはうら若

きﾏﾄﾞﾝﾅ?!であった『ちえちゃん，みっちゃん』が格安のｺｰﾋ

ｰを出してくれ，通ったことを思い出しました．（同世代の皆

さん，彼女達を覚えていますか？） 

 

 

 

写真（下）は白鷺門（今もたぶんそう呼ぶのでしょうか）付近

に向ってのものです．ｶﾗｽが１羽いたのですが丁度その脇

に当地名通り，白鷺が１羽舞い降りて来て自画自賛のﾂｰｼｮ

ｯﾄとなりました．私達がいた頃は白鷺が学内へ舞い降りると

いった光景は記憶になく，想像ですが当時は大学の周りに

田畑や自然が多く，白鷺はそちらの方へ行っていたのかな

と勝手に想いを馳せました．いずれにせよ，この素晴しい大

学のｷｬﾝﾊﾟｽでもっと勉学に励めば（私は何をしていたのだ

ろう･･）と少しですが反省しました． 

  

  

 

 

 

 

大学22 期 鈴木 清（旧姓井上）

白鷺とカラスの２ショット[2009.10] 

白鷺とカラスの２ショット[2009.10] 
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さて，私は KHI 神戸工場へ入社後，造船工作部にて９年

間を過ごしました．この間に最も印象に残っている業務の１

つについて書きます．それはﾉﾙｳｪｰ船籍の大型貨客船

（31507重量ﾄﾝ．多目的，450ﾄﾝ･ﾍﾋﾞｰ･ﾃﾞﾘｯｸ･ｸﾚｰﾝ他装備）

に会社を代表する保証技師（Guarantee Engineer．尚自分以

外は全て外国人）として２ヶ月乗船できたことです．この船は

1979 年７月に処女航海に就航したものですが，当時の最新

鋭船であり，あらゆるものが積めるという触れ込みでした．

（上）当時の朝日新聞の記事及び写真参照． 

 船に乗組員の一人として生活してみて，ﾉﾙｳｪｰ料理はｻｰ

ﾓﾝやﾁｰｽﾞが大変美味ではありましたが，24 時間交代勤務

の船上生活故，残念ながら停泊時を除いて夕食の折に，ｱ

ﾙｺｰﾙ類は飲めない規則でした．しかし，真夜中にﾌﾟｰﾙで

泳いだり，太平洋の大海原を全速力で航行する船の海面か

ら数 10ｍの高層ﾃﾞｯｷから張出したﾌﾞﾘｯｼﾞの舷側にｺｰﾋｰｶｯ

ﾌﾟを置いて飲む味わいは厳しい仕事とはいえ，ｸﾙｰｽﾞ運賃

無料で，世の中にこの様な贅沢もあるのかなと今でも忘れる

ことはできません． 

 

 1983 年（昭 58）に私は何度か襲った造船不況諸事情によ

り，航空機部門のある KHI 岐阜工場ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ部門へ転 

勤となりました．当初はかなり戸惑いましたが，相通ずる技 

 

 

 

術分野も結構あり，３，４年も経つうちに仕事上の違和感は

殆どなくなりました．（今もなかなか馴染めないのは持ち前

の関西弁と，ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝの大変異なる岐阜弁かも知れませ

ん） 

 KHI 製の航空機が納入，配備された顧客基地出張や駐在

した折にも，造船時代に培われた経験，例えばﾉﾙｳｪｰ人機

関長から不具合発生時や配管の不具合において，太平洋

を航海中，ﾎｰﾙﾄﾞや二重底において大声で「こんな船はい

らない!」とどなられたことも何度かあり，その経験が役に立

ちました． 

飛行機のﾕｰｻﾞｰ，顧客も同じ体質いや，航空機従事者は

紳士ばかりと思っていたら，もっとがらの悪い人々がおり「こ

んな機体はすぐ会社へ持って帰れ」といった相当きついｸﾚ

ｰﾑ，お叱りや，ののしりにも（笑顔で ^ ^ ; ）耐えられるように

なっていきました．左耳から右耳へと聞き流すすべ，顧客の

叱咤に頭を下げつつも，この修羅場が終ったら三陸沖など

珍味の寿司屋，生ﾋﾞｰﾙ目指して直行するぞ！など夜のとば

りに思いを巡らせ，耐えるといったどこかの政治家の様な，

度胸，強心臓が身についたものと考えます（おかげで不整

脈を患いました）．勿論，不具合については会社へ伝え，是 

正をとることは言うまでもありません． 

 現在の仕事はここ10数年来引続き，航空自衛隊の看板の 

当時の新聞記事及び，Los Angels港停泊中のHoegh Cairn 



 7

 

１つである曲技飛行ﾁｰﾑ／通称ﾌﾞﾙｰ･ｲﾝﾊﾟﾙｽ（KHI 製造の

T-4 機）の顧客技術支援等に携わっており，今なお 24 時間，

365 日携帯電話を手放せない毎日です．全国各地の航空

祭等で，空自の練習機･ﾌﾞﾙｰ･ｲﾝﾊﾟﾙｽを見られたら，KHI の

私共が陰で支えていると思い出して戴ければ幸いです．写

真（下）参照． 

 

振り返ってみると，私の会社生活は出張人生とも言えるほ

ど家をあける機会が多かったと思います． 

航空機に移ってからも，相変わらず１年の 1/3 位は長期出

張に出るといった仕事でした． 

 入社以来の出張人生を物語るｴﾋﾟｿｰﾄﾞとして３つだけ書き

ます．①妻の初めての長男の懐妊をｻｳｼﾞ･ｱﾗﾋﾞｱで知り，７

ヶ月間の駐在から帰国した翌日に産婦人科へ同行し，何と

か無事生まれました．②約３年後の長女出産の日にも佐世

保重工へ「原子力船むつ」の関係の仕事で出張しており，

現地から翌朝電話を入れると，当然妻が出ると思っていた

受話器の向こうで，妻の母が「夜中に産気づき，親しくして

いた向かいの夫婦が病院へ連れて行き，無事生まれた」と

のことでした．（何てこった！）③2001 年９月 11 日は米国出

張からの帰国の日で，ｸﾘｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞのﾎﾃﾙの部屋でﾁｪｯｸ･ｱｳﾄ 

 

 

しようと荷造り中に，全米のﾃﾚﾋﾞのﾆｭｰｽはﾆｭｰﾖｰｸの貿易ｾ

ﾝﾀｰ･ﾋﾞﾙに旅客機が突込んだ映像を繰返し放映しており， 

この日から１週間足止めとなりました．自分の会社生活の多

くを出張が占め，その出先でさまざまなことが起きましたが，

今となってみれば懐かしくもほろ苦くむしろ，１つの思い出

にすり替わってしまったようです． 

 

男は大抵，車とか動くものが好きな動物だと確信します．

だから思い通りに動かせない女を好きになるのかもしれま

せん（笑）．動くものの代表格の船舶を専攻して働きその後，

四半世紀以上に亘り，究極の乗り物である飛行機を担えた

自分をほんの少し誇りに思い，誉めてやりたいと思います

（誰かの受け売りです）．長々とたわ言を書いて参りましたが，

岐阜へ転勤前後の30代初め頃，余程仕事を変わろうかと思

ったこともあり，それも二人の子供の寝顔を見て思い止まり，

その子供達もあっという間に 30 歳前後となり今日に至りまし

た．私が立てる波風を消波ﾌﾞﾛｯｸの様に和らげ，支え続けて

くれた妻に，家族そして皆様に感謝しつつ筆を置きます． 

ありがとうございました． 

 

 

航空自衛隊ﾌﾞﾙｰ･ｲﾝﾊﾟﾙｽ(左)及び，懇親会にて飛行隊長と筆者 (右) [2008.12] 



 

  
ユニバーサル造船（株）舞鶴事業所で建造され昨年 5 月

に引き渡された新しい南極観測船（砕氷艦）「しらせ」が，南

極地域観測支援に向け 11 月 10 日に日本を発ち，昭和基

地への物資輸送や観測支援の任務を果たして今年 4 月 9
日に無事帰還しました．私はこの南極処女航海で氷海航行

性能を確認することを主な目的として，観測隊に同行し南極

に行くという貴重な機会を与えられました．私が入社した昭

和 59 年 4 月は，先代「しらせ」が南極処女航海を終えて帰

国した時で，当時同行した私の上司を見て，いつかは南極

に行く機会が訪れないかと夢を膨らませたものです．入社し

てから今日に至るまでの大半で，砕氷船を中心とする氷海

分野の仕事に携ってきましたが，新「しらせ」の誕生を機に

その幸運を授かりました．新「しらせ」の技術的なお話や業

務のお話は別の機会とさせて頂き，ここでは南極航海の状

況や，昭和基地での生活を紹介したいと思います． 
 
11 月 10 日に私を含む 5 名の同行者が観測隊員よりも一

足先に「しらせ」に乗り込み，大勢の人々に見送られ紙テー

プが舞う中，晴海埠頭を出航しました．オーストラリアのフリ

ーマントルに約 2 週間で到着，ここで燃料や食料が搭載さ

れ，約65名の観測隊員及び他の同行者と合流して，いよい

よ南下です．日本から南極に向かうには，「吼える（南緯）40
度，狂う 50 度，叫ぶ 60 度」と言われる暴風圏をまず通らな

ければなりませんが，新しい船型の効果などで揺れは小さ

く，酔い止めの薬は私には不要でした．暴風圏を抜けると

「しらせ」は西へ西へと向かいます（昭和基地は東アフリカ

の遥か南にあります）．12 月 12 日に初めての氷海域に入 

 
り，昭和基地のあるリュツォ･ホルム湾に向けて再び南下を

始めました．最初は流氷域で，「しらせ」の砕氷能力からす

れば問題のない順調な航海です．南極大陸からはまだ

500km 以上離れていますが，この頃になるとペンギンの姿

を時々見つけることができます．彼らの氷上の動きは以外

に速くて，その行動範囲の広さにはただ驚くばかりです．ま

た，南極は夏でこの頃から白夜で太陽は沈まず，時間の感

覚がおかしくなります． 
 

 
 昭和基地 

 
 

昭和基地よりもさらに西にあるクラウン湾というところで，

隕石調査隊の支援活動が行なわれた後，12 月の末からい

よいよ最大の難所であるリュツォ･ホルム湾の定着氷に突入 

 

大学 33 期 山内 豊



 

 
しました．昭和基地までは約 100km ですが，ここはとりわけ

氷況が厳しいことで知られ，特に今回は過去50年以上のわ

が国南極観測船の航海の中で最も厳しいクラスと言える氷

況に見舞われました．湾内の海氷の約半分は数年を経た厚

い氷で，厚さは 4m 以上，さらにその上には 1～2m の硬く

締まった雪が覆っていました．全体の厚さは喫水の半分以

上もあったことになります．風速 30m/秒を超えるブリザード

も航海を阻みました．しかしながら，新たに導入された技術

を含む「しらせ」の性能は海上自衛隊の乗員の方々によっ

て最大限に発揮され，「しらせ」は厚い氷と格闘し，このよう

な過酷な環境の中でも着実に進出を続けました．本年 1 月

10 日の深夜に，基地の越冬隊員等に見守られる中，「しら

せ」は昭和基地に接岸しました．昭和基地は大陸から約

4km 離れた東オングル島という島にあり，接岸といっても岸

壁があるわけではなく，定着氷の中，基地から 1km ほど離

れたポイント（南緯69度，東経39度37分）に艦を固定する

ことを言います．処女航海でありながら，あまりにも厳しい氷

状で，接岸できるか否かは紙一重であっただけに，艦内は

歓喜にあふれんばかりでした．この接岸劇は，「しらせ」建造

に関わってきた私にとっては一生忘れられません． 
 
 

 
 定着氷で奮闘を続ける「しらせ」 

 
「しらせ」は約１ヶ月ここに留まって，基地への物資輸送や

観測支援を行ないます．この間は，観測隊，同行者，乗員

が協力し合って夏の作業を行ないます．私も昭和基地に 1
週間ほど滞在し，たいして役には立たなかったと思います

が，環境保全のお手伝いをさせていただきました．またここ

でも自然の猛威を経験しました．凄まじいブリザードに遭遇

し，外出禁止令が発令され，基地内で非常食を食べて待機

するという状況です．辺りは白一色の世界で，ほとんど何も

見えません． 
 
 

 
 昭和基地で（筆者） 

 
 

南極大陸にヘリで渡る機会も 2 回ほどありました．その内

の 1 回は，ここへ来たら一度は行ってみたいと誰もが思う

「白瀬氷河」です．氷河へ観測機器設置に向かう観測隊員

に同行させていただきました．ヘリから見下ろす「白瀬氷河」

はとてつもなく壮大で，いくつもの支流が一つになって大き

な氷河となり長い時間をかけて氷山となって流れ出て行く様

は，まるで山間部の支流からしだいに大きくなって海へ流

れる大河を一瞬にして凍らせたような風景でした．もちろん

その規模ははるかに大きいですが． 



 

 
ペンギンの群れにも何回か出会いました．最初に定着氷

縁に着いた時には，まるで「しらせ」を出迎えるかのようにど

こからともなく 100 羽近いペンギンが集まってきます．好奇

心旺盛な彼らは，真っ白い世界でひときわ目立つオレンジ

の船体に興味を持っているようです． 
 
 

 
 「しらせ」を迎えるペンギンたち 

 
 
 

「しらせ」は昭和基地での任務を終え2月3日に基地を離

れましたが，ここでも一つのドラマがありました．前年の越冬

隊が役目を終えて「しらせ」で引き上げられる一方で，今回

の 28 名の越冬隊の方々とのつらい別れがあります．そして

「しらせ」は往路と同じような厳しい砕氷航行を経て，定着氷

を抜け帰路につきました．南極大陸に沿った東への航海中

も海洋観測や野外調査支援が行なわれ，また途中，自然の

彫刻とも言うべき美しい氷山や棚氷に出会い，東経 150 度

線に沿って北上，南極大陸を後にしました．この北上を始め

た頃に，今回の南極航海を締めくくるかのように，この世の

ものとは思えない美しいオーロラも姿を見せてくれました． 
 

 

 
 高さ 80m の巨大氷山 

 
 

3 月17 日に「しらせ」はシドニーに到着し，私の 128 日間

の南極航海も終わりました．自分が開発，建造に関わってき

た砕氷船の南極処女航海に実際に乗り，その性能をこの目

で確認できたことはこの分野の技術者にとって大変幸せな

ことです．南極の大自然は，時に想像もつかない過酷な振

る舞いをするということも改めて思い知らされました．また，

今回の航海で様々な分野の研究者，技術者の方々と知り合

いになれたことは，私にとって貴重な財産となりました．今振

り返ると，現実離れした夢のような 4 ヶ月間でしたが，誰もが

できる訳ではないこの貴重な体験，今後の人生にも活かし

ていきたいと思います． 
 



   学内情報 

JABEE 認定の報告 
 海洋システム工学分野主任 馬場 信弘       

  
1．はじめに 

日本技術者教育認定機構（JABEE）による認定は，これ

からの「工学教育」史に大きな影響を与える，と予想されて

います．2009 年 10 月，海洋システム工学科は，この

JABEE プログラム審査を受審し認証を取得するに至りまし

た（写真 1）． 

以下，JABEEについての簡単な紹介と学科の今後の展

望などを説明します． 

なお，JABEE についての詳細は日本技術者教育認定機

構（JABEE）ホームページ（http://www.jabee.org/） を参

照下さい． 

 
写真１ 認定証 

2．技術者教育とは 

ここでいう「技術者教育」とは，数理科学，エンジニアリン

グ・サイエンス，情報技術などの知識・手法を駆使し，社会

や自然に対する影響を予見しながら，人類の生存・福祉・安

全に必要なシステムを研究・開発・製造・運用・保全する専

門職業すなわち技術業等のための高等基礎教育であり，

工学教育のみならず，理学教育，農学教育などを含む幅広

い概念を指しています． 

従来の「工学教育」が知識教育に偏っているのでは，との

危機感から，「技術に関わる‘人を育てる’」という視点を最も

重視しています． 

 

3．認定について 

認定は，具体的に以下の二つの条件審査により，基準を

満たしている技術者教育プログラムがきちんと公表され，そ

のプログラムの修了者が将来技術業等に就くために必要な

教育を受けていることを社会にアピールします． 

① 教育プログラムで技術者教育の質の保証が確実に

なされているかどうかの確認，すなわち「質の保証

システム」の監査． 

② 保証されている水準が定められた認定基準以上で

あるかどうか，の審査． 

 

 ①の「教育プログラム」とは，カリキュラムのみならず，教育

方法，設備・環境，教員，評価方法，等を含む全教育システ

ムのこと．また，「質を保証する」とは，適切な学習目標を達

成した学生を卒業させることです．それには，プログラムに 

関わる教員・学生・事務員を含む全ての関係者が，適切な 
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学習目標の設定に関して，本当に何をすべきかを認識し，

なすべきことを確実に実施し，かつ継続的に改善していか

なければ達成することはできません． 

 

4．目的 

 JABEEの目的は，「統一的基準に基づいて高等教育機

関における技術者教育プログラムの認定を行い，その国際

的な同等性を確保するとともに，技術者教育の向上と国際

的に通用する技術者の育成を通じて社会と産業の発展に

寄与すること」となっています．簡単にいえば，プロ意識を

持った多くの優れた技術者を育成することが目的です． 

なお，この認定を受けたプログラムの修了者は国家資格

である技術士の１次試験を免除されます．  

 

5．受審の準備 

 JABEE の受審については，決められた枠組みによって

自由な教育が妨げられるのではないか，準備のために過

大な負担がかかるのではないかなど，

否定的な意見もありましたが，JABEE
受審は大学の中期目標にも掲げられ，

JABEE ぐらい合格していないと生き残

れないのではないかという思いもあり，

若手教員によるフリートーキングにはじ

まった20年以上にわたるFD活動をベー

スにして，ありのままの姿で，受審するこ

とに決めました． 

 いざ，準備を始めてみると，認定を受

けるためにはいくつか足りない点が明ら

かになりました．その一つは，具体的な

学習目標と明確な評価基準の設定でし

た．日々の学習の中で，学生さん一人

一人がその目標を意識し，自分がどこま

で達成できているかを知る必要がありま

す．そこで，図1に示したように，（A）から

（F）の大きな目標を相互に関連付け，そ

れぞれに具体的な詳細目標を設定する

とともに，“ありんこそうそう”や“LoveECO-Sea”というキャッ

チフレーズまで考案し，普及させました．（図 1） 

 

 また，社会の要請や学生の要望を取りこんで教育改善を

継続していなければなりません．社会の要請を直接本プロ

グラムに反映するため外部評価委員会を開催し，本教育シ

ステムのPDCAを点検，評価してもらいました．海洋の学生

全員からなる学生 FD を組織し，積極的に学生の意見や要

望を聴取，集約する仕組みを整えました．一昔前の学生運

動の世代とは違い，一見大人しく，面と向かってはもの言え

ない若者からも，集めてみるといろいろな要望が出てきまし

た．最新のコンピュータ機器を備えた自習室が設置された

のも，学生FDからの要望に応えたものです． 

 

修了生全員が学習目標を達成したことを示すため，専門

科目はもちろん，語学や教養科目も含め，4 年間で履修す

る主要な科目について 2年間分の試験答案やレポートなど

図 1 学習目標 
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のエビデンスを集めました．ちょうど一部屋を埋め尽くす分

量となり，コピーするだけでも，大変な時間と労力がかかり

ました． 

ありのままの姿で受審するという方針でしたので，決して

準備周到というわけではありませんでしたが，無理のない

範囲で，できるかぎりの努力をして，この一部屋分のエビデ

ンスとともに，昨年10月25日，実地審査の日を迎えました． 

 

6．審査 

 3名の審査員によって，エビデンスの確認のほか，卒業生

や教員との面談，施設見学など，2泊 3日のハードスケジュ

ールで実地審査が行われました．審査員が分担して大量

のエビデンスにすべて目を通すなど，詳細なところまで，極

めて厳格な審査が行われました． 

このような丁寧な審査の結果，多数の指摘を受けました

が，致命的な欠陥はなく，認定を受けることができました．

その中で，特に評価された教育システムは，次のような内容

です． 

① 座学の成果を実践的に利用して定着を図るため

の工夫として，一連の創成型科目を取り入れてい

ること． 

② 学習のための学生支援の仕組みとして，学生の

個人カルテを用いて面談を行うなど，きめ細かな

指導を推進していること． 

③ 学習目標の達成度の評価に関連して，総合達成

度評価試験を実施していること． 

 

また，改善すべき点として指摘された主な内容は，次の

通りです． 

① （一部の授業科目において追試験を実施している

ことに対して，）プログラム全体として統一した方針

の構築が必要であること． 

② PDCAの責任体制を明確にすること． 

③ 教員の教育業績評価の方法が確立されていない

こと． 

いずれも，積極的に取り組まなければならない課題です

が，現在も，無理のない範囲で，できるところから，改善して

います． 

 

7．今後の展望 

現在，全学的な大学改革が急速に進められています．時

間的猶予がない中，現代の学生事情に適応するため，奥

野理事長・学長の強いリーダシップの下で，学士教育課程

の構築が前面に打ち出され，工学部も，入試の体制からカ

リキュラムまで，大きく，変わろうとしています． 

教えてもらわなければ勉強できない，自分で自分の将来

を決められない，海洋では，このような学生への対応はす

でに出来上がっています．受験勉強で疲れ果てた新入生

に， “もの”を“つくる”ことを体験させて，本来の好奇心や

生来の志向を思い出させる，そして，勉学へのモチベーシ

ョンを高めていく，こういう初年次教育は，10年以上の実績

があります．このようなプロジェクト演習による創成型教育は，

1回生から 4回生の卒業研究まで連続して行われ，上述し

たように，JABEEの審査でも，その実践的な教育効果が評

価されました． 

JABEEを受審したことの最も大きな成果は，国際的な水

準に照らしてアウトカムズの質を保証する教育改善システム

が構築できたことです．その中で，学士教育に必要なさまざ

ま要件が，そのサブシステムとして具現化され，その実効性

が検証されました．この観点から，今回の大学改革の大波

は，海洋にとって絶好のチャンスであり，うまく乗りこなすこ

とによって，より先を見据えた先駆的な教育システムへ飛躍

しなければならないと考えています． 

 

謝辞 

毎月のFD会議に参加し，助言下さった城野隆史氏，岡

田博雄名誉教授，多数の項目について点検評価書を作成

して下さった外部評価委員の方々，JABEE審査で面接を

受けてくれた卒業生，審査から認定に至るまでご協力下さ

ったスタッフの皆様方に厚く御礼申し上げます．
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AO 入試１期生    

  大学 58 期 秋山 悠      

僕は 4 年前に,ここ大阪府立大学工学部海洋システム工

学科に AO 入試で合格しました．周りはセンター試験，一般

入試を潜り抜けてきた人達ばかりなので，AO 入試で合格し

たため一般入試を受けていない自分はここで本当に勉強

についていけるのか?ということがとても不安でした．ですが，

AO入試一期生として，自分にとっても先生方にとってもAO

での入学が成功だったと思えるように頑張ろうと思い，努力

しました． 

入学してからすぐに沢山の友人ができ，テスト前には一

緒に勉強し，時には皆で教えあったりして一緒に乗り越えて

きました．また，テストだけではなく，学園祭でも学科の友人

達と一緒に店を出店したこともとても思い出深く，学科以外

でもテニスサークルに所属するなど，とても充実した楽しい

学生生活を送ることができたと思います． 

海洋システム工学科に入学してから特に色々学べたの

は,4 回生になってからの 1 年間です．4 回生になり研究室

に配属されてから今までの生活とは大きく変わり，自分の人

生の中でも最も戸惑いを覚えた1年でした．この1年で今ま

での自分の甘さや未熟さを痛感しましたが，同時に努力の

大切さが身に染みてわかりました．そして先輩や先生方の

凄さなどに改めて気付き，そして多くの人に支えてもらった

1 年でありました．この 1 年は辛く苦しいと思ったことも多々

ありましたが，同時に感謝と尊敬を覚えることができた僕に

とっても非常に大きな転機でしたし，この 1 年があって本当

に成長できたと思っています． 

4 月から僕は大学院に進学します．海洋システム工学科

の AO 一期生の中で大学院に進学するのは僕だけなので

少し心細いですが，これからも今まで以上に努力をし，

様々な知識，そして広い視野を持った社会の役に立てるよ

うな人間になれるように頑張っていきたいと思っています．

学内情報 

第 8 回鵙朋会総会のご報告など  会長 定兼廣行（大学 15 期）

表記の総会が 6 月 5 日 13：30 から 36 名の出席者を得

て，A5 棟（海洋システム棟の南隣）大講義室で開催されま

した．片山徹先生（会務理事，大31期)の司会によって開会

が告げられ，続いて定兼からご出席の謝意と開催趣旨を述

べさせていただきました．続いて出席者並びに新理事の紹

介，引き続いて池田良穂先生（副会長，大21期）より海洋シ

ステム工学分野の教職員組織と研究分野の披露がありまし

た．また４月に着任された深沢塔一先生が紹介されました

（先生は所用のため遅参，後刻に挨拶いただいた．）． 
続いて岩崎泰典副会長(大 20 期)が議長に選出され，以

下の通り議事が進められました． 

（１）経過報告と会計関係報告 
活動経過関連では，前回総会以降の平成18 年度から同

21 年度まで４年間の (a)理事会開催歴，(b)同窓会会報・ニ

ューズレターの発行歴，(c)主な活動・関連事業の実施歴

（青少年サマーセミナー後援等）が報告されました． 
会計関連では，４年間の収入・支出状況が報告され，続

いて監査報告がありました．またご出席の城野隆史監事（大

8 期）からは会計が適正に管理運営されている旨の発言を

いただきました．なお，監事が江川尚志理事（大６期）から

杉山和雄理事（大 12 期）に交代することについて，理事会

で承認された旨が報告されました．江川理事には 15 年の
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長きにわたって監事役をお務めいただきました．感謝申し

上げます． 
（２）その他 

第１回大阪府立大学ホームカミングデー（11月7日開催）

の実施計画が披露され，初回の行事であり，また大学祭期

間中でもあるので，多数の同窓生に来校して盛り上げてい

ただきたい旨が説明されました．当会としては今回工学部

同窓会に併催して総会を開いたところなので，全体の行事

は特に企画しないが，各期のクラス会などの開催を期待し，

勧誘することとしました． 

総会閉会の後，場所を海洋システム棟玄関に移してプロ

ペラ・錨のモニュメントの横で記念撮影が行われました．引

き続いて，学内理事・大学院生の説明・引率を受けながら，

海洋システム分野の研究施設である回流水槽，海洋環境調

査研究室，材料新旧試験装置，試験水槽等，懐かしい，あ

るいは目新しい最新の設備を，また大学統合後の新築他学

部学舎や共通施設などを見学しました．見学中は卒業年代

に関係なくお互い学生当時のことや近況などについて談笑

しながら，皆さん和やかに見学されました． 
当会の総会はこれまで恩師のご退職，会長交代などの節

目に開催されてきましたが，今回

は工学部同窓会と併催して他学

科同窓生との交流と，母校の理

事長・学長として厳しい諸環境の

中で大学改革に取り組んでおら

れる奥野武俊先生（大 17 期）の

工学部総会記念講演の聴講を意

図して開催されました．今後，母

校が着実に発展していく上で大

学と同窓会・同窓生との連携と協

力は一層重要になると思われま

す．皆様の闊達なご意見などを

いただけましたら幸いです． 

 
 
校友会の本年度事業計画（第２回評議員会の報告） 

校友会は大学統合後の全学同窓会を母体にして昨年発

足した新組織で，単位同窓会・会員の連携と親睦を図ること

を目的としています（詳細は，前号の“鵙朋”をご覧くださ

い．）．今年度は最初の新入会員を迎えて具体的な活動を

開始するため，先日第２回の評議員会が開かれましたので

ご報告します． 
開催日時・場所等：平成22年6月19日(土)15：00～17： 

30，中百舌鳥キャンパス C1 棟学術交流会館多目的ホール， 
評議員会後に懇親会 

 
 

議題は，（１）校友会会則の一部改正，（２）校友会入会状 
況，（３）平成 21 年度の収支決算，（４）平成 22 年度の事業

計画・予算，（５）その他 でしたが，当会の今後の活動状況

を示す事業計画に付いてのみ以下にまとめることとします． 
 事業計画 
（１）第１回ホームカミングデーの開催（大学と共催） 
目的：卒業生を母校に招き，恩師や学友との旧交を温める

とともに，大学の発展の現状を見ていただき，母校に誇りを

感じていただく． 
実施時期・場所等：平成22 年11 月7 日（日）大学祭期間中， 
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主に中百舌鳥キャンパス．来校者に記念品（オリジナル携

帯電話ストラップ）を予定 
（２）「校友会懇話会」の開催 
目的：校友会会員（卒業生）が講師（校友会会員）の高話を

聞き研鑽するとともに，懇親し，親睦を深める． 
実施時期・場所：本年 9 月から隔月，平日の 6：30 から 1 時

間程度．大阪府立大学中之島サテライト 
（３）「卒業生による就職セミナー」開催（大学キャリアサポー

ト室と共催） 

目的：在学生の校友会会員を卒業生の会員が就職活動の

経験等を伝え支援．セミナー終了後に懇親し親睦を深める．

実施時期・場所：本年秋以降，中百舌鳥キャンパスの学術

交流会館 
 上の各行事の詳細は校友会のホームページにも掲載さ

れます．また，問合せにつきましては校友会事務局が対応

すると思いますので，そちらをご利用ください． 
（ http://www.opucr.osakafu-u.ac.jp 校 友 会 事 務 局

Tel.072-254-8143, Fax.072-254-9129） 

 
学内情報  

工学部同窓会総会を開催        池田良穂 （大学 21 期） 

  
前号で，昨年11 月に「第1 回工学部同窓会」を開催したことをご報告しましたが，同会の総会が 6月5 日(土)に開催されました．

この工学部同窓会は，工学部の各学科単位の同窓会の連合体で，かつて名簿を発行した頃の収益金がたくさん残っているの

ですが，実質的な活動は，毎年の優秀卒業生への賞を与えるだけという状況でしたが，昨年からは実質的な活動を再開し，そ

の第 2 弾がこの「総会」の開催でした．当初から，冬季オリンピックの年の 6 月の第 1 土曜日に開催という暗黙のルールがあり

ましたが，設立総会以来開催されずに 10 年余りが経過していました． 
 総会は，同窓生の寄付金をベースにして建設された学術交流会館において開催され，80名(うち鵙朋会会員が37名)が出席

し，会計報告および事業報告がなされ，その後，奥野学長による大学改革の進捗状況についての講演が約 1 時間にわたって

行われました． 
 その後，同じ会館で懇親会が開催され，学科を越えた同窓生の交流が行われました． 
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                    海洋利用システム講座 教授 深沢塔一 
 

2010年4月に海

洋システム工学分

野の教授として着

任いたしました深

沢塔一です．私は

1954 年に山梨県

甲府市で生まれ，

1976 年に東京大

学工学部船舶工学

科を卒業し，1981

年に同大博士課程

を修了した後，筑

波大学構造工学系

に 3 年間助手として勤務いたしました．その後，東京大学に

戻り，船舶海洋工学科において講師・助教授として勤務い

たしました後，1992 年からは金沢工業大学において機械・

航空分野の教授として教育・研究に従事いたしました．今回，

大阪府立大学で再び船舶・海洋工学分野の教育・研究に携

われることになり，うれしく思っております． 

 

私の専門は流体と構造体の相互干渉問題で，船舶工学

の分野でも流体から構造まで，幅広く研究を行っております．

また，機械工学や航空工学に関する学科に所属していたこ

ともあり，機械・航空・船舶における構造・流体・制御などのさ

まざまな分野にも係わってきました．主要な研究テーマは，

荒天中を航行する船舶の構造設計に関するもので，船体応

答や波浪荷重の非線形性やスラミングによる船体のホイッピ

ング振動を考慮した応答計算プログラムの開発，船体弾性

模型を用いた実験法の検討，最大応力推定のための設計

海象/設計不規則波の提案，疲労亀裂伝播解析のための

応力応答関数の簡易推定法の提案などを行ってまいりまし

た．この他，渦格子法と FEM とを結合させたセーリングヨット

のセールの構造流体連成挙動解析，FBG (Fiber Bragg 

Gratings) 光ファイバを利用した表面貼付型の超薄型多点

圧力センサの開発，遺伝的アルゴリズムやニューラルネット

ワークなどの人工知能を利用した構造設計法の検討の他，

学生とともに，メカニカルフィッシュ・メカニカルバード・空中

ロボット・GPS を利用した無人ソーラーボート・人力ボート・

MAV (Micro Air Vehicle)・人力飛行機・空飛ぶ自動車・惑星

ローバ・階段昇降ロボットなど，新形式ビークルの設計・製

作・性能評価なども行ってきました． 

 

私は，海の無い県に生まれましたが，海が好きで船舶工

学を専攻いたしましたので，趣味としても，スキューバダイビ

ング，水上スキー，サーフィン，モーターボート，セーリング

ヨットなどを経験してきました．セーリングヨットに関しては，

1993 年から 1999 年まで，アメリカズカップヨットレースの日

本チーム（ニッポンチャレンジ）の空力チームリーダー/メン

バーとして，セールの空力弾性応答シミュレーションプログ

ラムの開発，帆走中のセール形状計測システムの開発，1/2

スケールの実艇モデルとシミュレーションを用いたセール形

状の流体力に対する影響検討などを行い，セーリングチー

ムのメンバーとのディスカッションを参考にして，セールに作

用する流体力推定法の確立と新たなセール形状の開発を

行えたことは 1 つの喜びであります．最近は，体を動かす趣

味は減りましたが，その代わり，さまざまな旅行を通して諸外

国の文化や人に対する興味が増してきました．もともと語学

が趣味で，これまでに英・露・中・韓・仏などの言葉を勉強し

新 任 の ご 挨 拶
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てきましたが，最近ではベトナム語やトルコ語などにも手を

出しています．外国語を勉強する早道は，その国の歌をそ

の国の言葉で歌うことであるというのが私の持論ですが，旅

行などで見知らぬ土地に行ったとき，現地の人と現地の言

葉でコミュニケーションをとり，その土地の文化を少しでも理

解できたらと思っています．今後，大学でも国際貢献や国際

共同研究がさらに進み，教育・研究の国際化や国際ネットワ

ークの形成が重要となってきますが，私のこれまでの欧・亜

での海外滞在や共同研究，英語での講義，アジア地域での

国際会議の運営や主催などの経験を役に立てることができ

れば幸いです． 

 

海洋に関する科学技術は，総合性・広域性という側面を

有するため，個々の基礎技術を統合し，異なった領域の技

術を融合していくことが必要となります．したがって，船舶・ 

海洋工学分野の教育においては，広い視野を持たせるとと

もに，シンセシスを実践させる必要があると考えます．私は，

これまでの教育・研究経験から，システム開発能力や統合

能力を身につけさせるためには，船舶のように 1 つのクロー

ズしたシステムを対象とした学問体系で教育を行うのがきわ

めて効果的であり，機械などのような要素技術の教育からシ

ンセシスに向かうのは難しいと思っております．船舶・海洋

工学分野の教育は，海洋を通して広い視野を持たせるとと

もに，船舶や海洋構造物という対象物を設定してシンセシス

を実践させることによって，他分野に対してその独自性を示

すことができるものと考えます．大阪府立大学の良き伝統と，

新たな分野へのチャレンジを通して，船舶・海洋工学分野

の発展に貢献できればと思います．今後とも，ご支援のほど，

よろしくお願いいたします． 

 

 

 

           平成 22 年度会計計画書                          平成 21 年度会計報告書           

  H22.3.29 現在     （H.22.4.1-Ｈ.２3.3.31 単位：円）                    （H.21.4.1-Ｈ.22.3.31 単位：円）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年度分会費納入のお願い   

 毎回催促がましくご請求申し上げ誠に心苦しいのですが， 

何分本会は皆様方からの会費のみで運営いたしております． 

なにとぞ御協力のほどよろしくお願い申しあげます． 

 

 

 

前期繰越 724,919 振込手数料 90,000

通信費 320,000

同窓会会費 1,500,000 役務費 627,200

理事会参加費 50,000 会議費 110,000

事務費 90,000

印刷費 602,000

備品費 50,000

小計 1,550,000 雑費 3,000

小計 1,892,200

次期繰越 382,719

合計 2,274,919 合計 2,274,919

支出の部収入の部

会 計 監 査      大阪府立大学工学部鵙朋会 殿

        監事 江川 尚志  城野 隆史

平成 21 年度の同窓会会計につきまして，監査の結果，適正に管

理運営されていることを確認いたしましたのでご報告いたします．

前期繰越 649,267 振込手数料 60,640

通信費 222,567

同窓会会費 1,467,790 役務費 627,200

理事会参加費 33,000 会議費 114,811

事務費 69,878

寄付 12,492 印刷費 334,204

利息 438 備品費 0

雑費 0

小計 1,513,720 鵙朋会同窓会補助 51,115

小計 1,480,415

次期繰越 682,572

合計 2,162,987 合計 2,162,987

支出の部収入の部
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       鵙朋会第 5１回理事会報告          

日時 ：平成22 年3 月29 日場所 ：たかつガーデン ガーベラの間 

参加者：蔵野楠雄，岡本英昭，大野茂樹，城野隆史，増田征二，小幡

良男，杉山和雄，吉久英昭，定兼廣行，西田正孝，岩崎泰典，池田良

穂，三宅成司郎，池田和外，大塚耕司，有馬正和，坪郷尚，片山徹，

中谷直樹，新井励，桂樹哲雄，松井敦（以上22 名 順不同，敬称略） 

片山先生より開会の辞  定兼会長より挨拶 

議長選出 議長に副会長岩崎様が提案され承認された 

議事：中谷先生より平成21 年度会計中間報告があり承認された． 

奥野先生の励ます会の不足分を同窓会から 51,115 円支出したことを

説明し，承認された．（定兼会長） 

（１）編集委員会報告 三宅編集委員長より報告． 

以下各理事より提案・報告があり継続検討となった． 

・読みやすさを考えると web等の電子情報で提供できないか（岩崎副会長） 

・５８％のメールアドレスを現在確認できている．（定兼会長） 

・ニュース等をメールで配信できるようにすることは可能．（池田先生） 

JABEE に関する記事を載せてもいいのではないか．（池田先生） 

（２）校友会と工学部同窓会からの報告 

校友会について・定兼会長より校友会の説明が，以下のようにされた． 

今年の4月の新入生から会費（入会金のみ）を納付してもらい，その予

算を元に行事等を公表していくとのこと．詳細に関しては鵙朋会のホ

ームページで公開していく． 

・校友会の内部で鵙朋会名簿の管理をしてくれている．しかしながら，

会費などの管理も必要なため鵙朋会でも名簿を管理する．（池田先生） 

・現在は校友会と鵙朋会では相互にデータを更新し合っている状態で

ある．（池田先生） 

工学部同窓会について・冬季オリンピックが開催される6月第一土曜日に

総会を開くことが決定．その内容が池田先生より報告された． 

（３）鵙朋会同窓会の収支報告が中谷先生より報告された． 

資料（４）の収入欄の「鵙朋会会計より立て替え」を「鵙朋会会計より支

出」に修正が提案され承認された． 

（４）テクノラボツアーについて池田先生より紹介 

（５）その他 池田先生より新任予定の深沢先生のご紹介があった． 

協議事項 

（１）平成22 年度会計予算に関する件について中谷先生より報告． 

郵送をメール便に変更することを提案され承認された． 

（２）その他 

・工学部同窓会の総会と同日に，鵙朋会の総会も実施することが池田

先生より提案され，承認された．鵙朋会総会は6月5日１３：３０から実施

し，学内見学ツアーを実施した後，工学部の同窓会に参加する予定． 

・平成22年度予算で，鵙朋17号を会誌として発行できないか池田先生

より提案があった．会誌を発行することで名簿の見直しも 6 年ぶりにで

きる．印刷費が鵙朋17 号を発行する予算＋２０万になるが会誌を発行

させて頂きたいと提案され，承認された． 

・各年度の理事に名簿を郵送し，各年度の理事は名簿をチェックする． 

・鵙朋17号を会誌にし，名簿を作成する旨を16号で告知して理事に周

知する．なお個人情報は出さない旨を説明する 

・資料６平成22 年度会計予算を再度修正して事後承諾を頂くことで了

解，議事録と同時に報告することが承認された． 

片山先生より，閉会のあいさつ．以上 文責 新井励 

       鵙朋会第 52 回理事会報告          

日時 ：平成22 年6 月5 日場所 ：学内 Ａ６棟 ２階海洋会議室 

参加者：定兼廣行，岩崎泰典，池田良穂，大野茂樹，城野隆史，杉山

和雄，吉久英昭，西田正孝，三宅成司郎，友國裕弘，池田和外，有馬

正和，山田智貴，坪郷尚，片山徹，松井敦，西原祥貴，羽原和哉（敬称略） 

定兼会長より挨拶 議長選出 議長に岩崎副会長が提案され承認された 

議事 報告事項 

（1） 山田会計理事より平成21 年度会計報告があり，補足説明の後，承

認された． 

支出の部，「鵙朋会同窓会補助」について，平成２１年１１月に開催され

た「奥野先生を励ます会」への支出である． 

収入の部，「備考」中， 「2会費内訳･りそな銀行振込の1,790×1口」の

金額端数について，最も高い手数料込みで送金されたケースである． 

（2）三宅編集委員長より編集委員会報告があった． 

（3） 資料にもとづき，池田副会長からホームカミングデーの紹介があった． 

協議事項 

（１） 監事交代および新理事の承認 

大学6 期江川理事の監事辞任に伴い，新監事として大学12 期杉山理

事が推薦され承認された． 

大学18期松本氏，大学58期西原氏，羽原氏が新理事として承認された． 

（２） 大阪府立大学ホームカミングデーへの対応について 

大学校友会から単位同窓会での企画協力の打診を受けて，鵙朋会で

の企画実施有無について議論した．（企画の広報は大学がサポートす

る．当日参加者には記念品が配られる．）今回総会を開催するので，鵙

朋会としてはこれに類する特段の企画は立てないが，会誌「鵙朋」やニ

ュースレター等でホームカミングデーの案内をし，各期のクラス会を同

日に実施すること等を奨励することとなった．が，鵙朋会としては特段の

企画は実施しないこととなった．        以上 文責 片山徹 



平成２1 年度 海洋システム工学科 / 海洋システム工学分野 

 修士論文ならびに卒業論文のテーマ  
 

 修士論文 （博士前期課程） 

 
 （指導教員）  

有村 翼 （柴原） 溶接高温割れ制御における力学要因の定量化 

市橋 伸理 （有馬） 主翼独立制御型水中グライダーの制御系設計に関する研究 

大平 紘敬 （柴原） デジタル画像相関法を用いた超弾性体の応力計測法の開発 

加藤 泰広 （大塚） メタン発酵技術を用いた廃棄バイオマスの海陸一体型有効利用システムに関する研究 

紙谷 洋一 （柴原） パイプ円周溶接継手の溶接変形に関する検討 

川原 佑来 （池田） 船舶の損傷時復原性規則に基づく区画最適化に関する研究 

岸本 佳大 （有馬） 肥大船船首部への自動フェアリングの適用とその評価 

田中 一樹 （大塚） ボックス型構造物を用いた環境修復の総合的評価に関する研究 

谷口 友基 （片山） 船外機付き滑走艇のポーポイジングシミュレーション法の構築 

西山 太一 （大塚） 紫外吸光法を用いた高解像度栄養塩計測システムに関する研究 

前川 和也 （池田） 波浪貫通型高速船の耐航性能に関する研究 

溝邊 辰大 （池田） 中速トリマラン PCCの可能性評価に関する研究 

―静水中および強風下での性能評価― 

三輪 泰寛 （有馬） CFD解析による主翼独立制御型水中グライダーの性能評価 

村上 尚隆 （馬場） 傾斜面上を走行するクローラ型ROVの水中走行特性について 

望月 健司 （片山） 数値計算に基づく滑走艇の横不安定性に関する研究－船型の影響－ 

   

 
 
 
 
 

 卒業論文  

 
 （指導教員）  

秋田 和久 （大塚） 沿岸域における栄養塩自動計測システムの開発 

秋山 悠 （大塚） 養殖場由来の栄養塩負荷を利用した藻場修復に関する研究 

淺野 雅稔 （池田） ノンバラスト＆k0タンカーの開発 ―複数ポッド推進器の推進効率― 

★西山 太一君は【海洋システム工学分野 最優秀論文賞・日本船舶海洋工学会奨学褒賞】を受賞しました． 

★川原 佑来君，前川 和也君は【海洋システム工学分野 優秀論文賞】を受賞しました． 
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足立 翔 （有馬） 海洋環境モニタリングのための水中グライダーの研究開発-CFD解析による性能評価- 

新井 大介 （柴原） 粘性抵抗低減を考慮した船体中央断面最適化システムの構築 

石川 聖記 （大塚） 大和川における漂流ゴミ調査 

今木 辰彦 （桃木） 波浪中浅喫水時の性能を考慮した船首船底形状に関する研究 

岩浅 なつみ （山崎） 海底熱水系における硫化水素の計測手法に関する検討 

岩本 悠 （池田） ノンバラスト船に働く風圧力影響の低減に関する研究 

梅井 貴行 （大塚） りんくう公園内海における海藻の群落構造と環境の関係についての考察 

榎田 浩也 （桃木） LOLO-PCCに関するフィージビリティ･スタディ 

岡西 大輔 （山崎） 蛍光特性を利用した海底熱水鉱床検出可能性の基礎的検討 

小野林 佑典 （山崎） 音響散乱特性を用いたメタン計測手法に関する基礎的研究 

柿木 隆宏 （片山） 浅喫水断面での横揺れ減衰力推定法の構築 

金沢 康信 （坪郷） ４本係留された浮体の波浪中動揺に関する研究 

小松原 啓成 （坪郷） 洋上浮体の波浪応答・波漂流力と水線面形状・コラム数との関係について 

酒井 健嗣 
＞ （馬場） 回転運動および直線運動する壁面境界をもつ閉鎖領域における成層流体の混合に関する実験 

榮 智晃 

島津 充 （大塚） 海洋短波レーダの到来波方位推定におけるアンテナパターン決定法に関する検討 

清水 俊吉 （池田） ２次元断面周りの境界層に関する基礎的研究 

清水 祥子 （山崎） RMRC資源ポテンシャルの基礎的検討 

新垣 宏司 （柴原） ぎょう鉄による任意形状形成のための加熱条件決定方法の提案 

壷井 翔太 （柴原） 理想化陽解法FEMによる溶接移動熱源問題の熱伝導解析 

鶴身 良平 （馬場） 乱泥流の挙動に及ぼす傾斜角と粒径分布の影響に関する基礎的研究 

中村 由香 （有馬） ヒューマン・モニタリングシステムのための表情解析 

西田 雄哉 （山崎） 熱水性深海生物の生態に関する考察 

西原 祥貴 （片山） 船外機付き高速ボートの生涯燃費性能推定法の構築 

土師 裕子 （大塚） 紀伊半島沿岸における環境と出現魚種の経年変化に関する調査 

羽原 和哉 （片山） 船外機付き超高速ボートの不安定現象に関する研究 

藤岡 弘幸 （坪郷） ＴＬＰを利用した新形式洋上風力発電の運動特性と発電量予測に関する研究 

松岡 進 （馬場） 重力流の発達段階の遷移に及ぼす壁面摩擦の影響に関する研究 

吉塚 貴士 （大塚） デジタル画像を用いた海藻の種判別手法の開発 

李 僑 （池田） トリマラン型PCCの風圧力に関する基礎研究 

 
★岡西 大輔君は【白鷺賞】を受賞しました． 

★藤岡 弘幸君は【海洋システム工学分野 最優秀論文賞・日本船舶海洋工学会奨学褒賞】を受賞しました． 

★西原 祥貴君は【海洋システム工学分野 優秀論文賞】を受賞しました． 
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編集後記 
 

 

■ この一ヶ月，時差ボケである．南アフリカとの時差7時間． 

しかし，4年に一度の祭典である．大いに楽しもうと思う．（あ） 

■ 今年の夏も暑くなりそうです．夏といえば学生時代、ダイビングの夏合宿に向けて， 

学内のプールで息継ぎなしの50m潜水を連日行っていたものでした． 

最近仕事で南の島に行った折，きれいな海を見て久しぶりに潜りたくなりました．（松山） 

■ （近況）7月中旬に舞洲において24時間リレーマラソンに出場しました．眠いです． 

（府大への想い）白鷺公園でたまにサッカーの試合があり，その度に、学生時代にここで走り 

回っていたことを思い出します．（新里） 

■ 6/5鵙朋会総会で水槽や試験装置を見学，懐かしくもあり、最新の設備を見て変わったなー 

大学卒業後，２２年の年月を改めて感じる一日でした． 

皆様も，是非大学に来てみては，いかがですか？（K.I） 

■ 寄稿いただきました皆様，ありがとうございました．AO入試で入学された学生さん無事の卒業， 

おめでとうございます．あなたは、新しい試みが結実した証です．35年ぶりの同窓会開催，私の

知る限りでは開催までの最長不倒記録です．南極観測記、開発に携わった製品で，普通の人

が普通では行けない南極まで航海されたことは，同じ技術屋として羨ましい限りです．（三宅） 

■ 鵙朋会では，「鵙朋」本文に掲載させていただく原稿の他に，表紙絵も随時募集しております． 

油絵や水彩・CGにいたるまで，種類は問いません．是非，皆様の作品をお寄せ下さい！ 

ご連絡は，奥付の鵙朋会事務局まで・・・（事務局） 

 

 

鵙朋会ニュース「鵙朋」第 16 号 
2010 年 8 月 10 日 
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